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　大学生にレポートはつきものだ。一度もレポートを書かずに卒業

する学生は，まずいないだろう。

　私も，学生時代に何本かのレポートを書いた。当時は，手書きす

るしかなかった。大学にコピー機もなかったので，手元には残って

いない。どんなレポートを書いたかも覚えていない。

　学生時代に，レポートの書き方を教わったという記憶もない。図

書館で本や資料を借りたりして，自己流に書いたりしたのだろう。

そうやって，何とか仕上げていたのだと思う。

　今は，授業で，レポートの書き方を教える大学も珍しくない。学

生にとっては，大変よい時代になったものだ。

　インターネットで検索すると，「レポートの書き方」の本は，百

数十冊も出てくる。大学生全般を対象にしたものもある。特定の学

問分野の学生向けのものもある。そうした本を読みながら，レポー

トを書く学生も大勢いることだろう。

　本書は，そうした類書の一員に新たに加わるものである。目次を

見てもらうとわかるように，3 部構成になっている。第 1 部は，調

べる。第 2 部は，考える。第 3 部は，書いて伝える，である。順々

にたどれば，レポートは完成。もしそうであれば，こんな楽なこと

はない。レポートは，三段跳びではない。ホップ・ステップ・ジャ

ンプとは行かないのである。調べる，考える，書いて伝える，の 3

つの段階。それらを行きつ戻りつ，進むことになる。そんなふうに

して，レポートの中身が充実したものになっていくのだ。

　レポートを書く動機はさまざまだと思う。どうせ書くならば，
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嫌々ではなく，楽しく書きたい。そんなふうに行きたいものだ。本

書には，そういう気持ちが込められている。

　本書が対象としているのは，初めてレポートを書こうとしている

人だ。課題を出されたものの，どこからどんなふうに取り組めばよ

いか見当もつかない。そんなふうに思っている人には，是非読んで

もらいたい。各章の最後には，ポイントがまとめられている。それ

に目を通してから本文を読んでもらうと，理解が深まると思う。

　レポートを書いたことがあるが，どうも不満である。そんなふう

に感じている人にも，本書を薦めたい。3 つの段階のどこかに不十

分さがあるようだ。自分なりに，何となく感じている人は，気にな

るところから読んでもらえればいい。自分なりに納得がいく箇所が

あれば，参考にしてもらいたい。

　書くという行為は，自分との対話である。伝えたいという自分の

意図を自覚する。それを書き言葉として表現していく。どうやった

ら，周囲の人にわかってもらえるか。どうしたら，興味深く読んで

もらえるか。そういうことを自問自答しながらレポートを書いてい

く。それが，とても大事なことなのである。そういうプロセスを経

て，書くという行為は上達していく。

　話し言葉は，録音しなければ，その場で消えていく。書き言葉は，

文字として残っていく。「文は人なり」と言われる。どういう文章

を書くかは，その人自身を表すのだ。

　文章を書くということは，一生ついて回るものである。大学生活

で培った書く力は，卒業後も大いに役に立つ。本書を参考にして，

楽しみながらレポートを書いてもらいたい。それを通じて，書く力

を身につけてほしい。本書を通じて，書くことの楽しさを感じる学

生が増えていく。それは私にとって，何よりの喜びである。
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1序　章　レポートを楽しんで書くコツ

序 章　�レポートを楽しんで書くコツ

　大学教師になって，30 年以上になる。これまでたくさんのレポ

ートを読んできた。レジュメの発表も数多く聞いてきた。そのなか

には，面白いものも，つまらないものもあった。いいものも，悪い

ものもあった。

　なかには，どこかの本に書いてあることを，そのまま引き写して

きたようなレポートもある。どんなに立派なことが書いてあっても，

それはダメなレポートだ。他人の意見をまとめるのは勉強になるか

もしれないが，それだけではレポートにはならない。他人の意見と

自分の意見を区別する。それがレポートでは大事になる。自分なり

の考えがちょっとでも書いてある。そんなレポートは，読みながら

興味を惹かれる。伝えたいという思いが溢
あふ

れているものもある。そ

ういうレポートは，読んでいて楽しいものだ。

　4 年間の大学時代には，いくつものレポートを書くことになるだ

ろう。同じ時間をかけるのなら，自分でも「やった」と思えるよう

なものにしてもらいたい。そういうレポートを仕上げてもらいたい

ものだ。レポートを書くたびに工夫を加える。そうやって，上達し

ていくものだ。大学教師としての私は，そんなふうに思っている。

　大学教師生活のなかで，文章を書くときの要領も，それなりにつ
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かめてきた。レポート作成には，これが正解というものはない。そ

れでも，ポイントを知っておけば，役に立つはずだ。本書では，そ

の極意をできるかぎりやさしく，誰にでもわかるように伝えてみた

いと思う。世の中には，ハウツー本やマニュアル本が溢れている。

本書はマニュアル本ではない。いくつかのコツが書かれているだけ

だ。全部を真似する必要はない。気に入ったところがあれば，ちょ

っと使ってみてほしい。それでレポートを書くのが楽しくなれば，

それに越したことはない。

なぜレポート・レジュメを書くのか

　イギリスの登山家ジョージ・マロリーは，3 度エベレスト登頂に

挑んだ。残念ながら，3 度目の登頂で遭難してしまった。彼は，生

前，「なぜ，あなたはエベレストに登りたいのか」と問われたこと

があった。そのとき，「そこに山があるから」と答えたそうだ。マ

ロリーが 3 度もエベレスト登頂に挑んだのはなぜだろうか。きっと

登頂という行為のなかに何らかの楽しみを見出したからだろう。だ

から死を恐れずに，彼は山頂を目指したのだと思う。75 年後に遺

体で発見された彼には，それをもはや語ることはできなかったが。

　ここで，あなたに問いを出してみよう。「なぜ，あなたはレポー

トを書くのか」。その問いに対して，あなたはどんなふうに答える

だろうか。

　誰にでもすぐ思い浮かぶ答えがある。それは，「先生が課題とし

てレポートを出したから」というものだ。授業の一環として出され

たものだったら，誤りとはいえない答えだろう。でも，これは形式

的な答えであって，内容的な答えにはなっていない。
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　みなさんは，レポート・レジュメという山に登ろうとする。山ま

でとはいかない，丘かもしれない。それでも，みなさんにとっては

大きな課題といえるだろう。みなさんが，その山を登るのはなぜな

のか，あらためてそれを問い直すところから始めてみよう。

　それでは，もう一度，先ほどの質問を繰り返すことにする。「な

ぜ，あなたはレポート書くのか」。

　それに対して，「単位がほしいから」と答える人もいるかもしれ

ない。これは実に正直な答えだ。大学生にとって，授業の単位は重

要な意味をもつ。1 単位でも不足していたら卒業できない。レポー

トを出さなかったら，どうなるだろうか。1 年間休まずに出ていた

授業の単位がもらえないことになるかもしれない。だったら，どん

な内容でもいいから，レポートを出そうと思う。それも一案かもし

れない。「時間があまりないから，ネット検索して，とにかくコピ

ペしてレポートを出してしまえ」。そんなふうに思ったとしたら，

要注意。どこからか，教育的指導の笛が「ピーッ」と鳴りますよ。

危ない，危ない。

　それでは，「なぜ，あなたはレポートを書くのか」。さらにもう一

度，質問を繰り返してみよう。

　レポートを書くことは，どういう意味があるのだろうか。その課

題を出した先生と真っ正面から向き合う。そこからレポートを書く

作業は始まることになる。先生が何を求めているのか考えてみる。

その問いの意味を深く考えてみることが，まず最初に大事なことな

のだ。そうしたことについて深く考えずに，とにかく書き始めたり

する。そうすると，後で収拾がつかなくなったりするものだ。何事

も最初が肝心。

　みなさんのなかには，文章を書くことが好きだという人がいるか
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もしれない。文章を書くのは苦手という人もいるかもしれない。小

学校から高校まで，学校ではさまざまな課題が出されてきたと思う。

たとえば，読書感想文や修学旅行に行った報告など，いろいろなこ

とを書く機会があっただろう。そうした文章とレポートやレジュメ

は，どこがどう違うのだろうか。それについてちょっと考えてみよ

う。

　読書感想文は，本を読んだ後で自分が感じたことを書けば，それ

でよい。一方，課題図書が出されて，レポートの提出が求められた

ときはどうだろうか。たとえば，「日本経済の状況について論ぜよ」

とか，「エミリー・ブロンテの生き方について，あなたの考えを述

べなさい」という課題だったとしよう。「日本経済は厳しい」とか，

「ブロンテの生き方はすごい」というような個人的な意見を書いて

もダメだ。課題図書に関係する本を少なくとも 2，3 冊，できれば

10 冊ぐらいは読んでほしいものだ。もちろん本にかぎらず，論文

でもいい。レポートを書く前には，そんな準備が求められるのであ

る。

課題の意味を捉え直す

　レポートの課題には，定型的なものがある。「～について論ぜよ」

とか，「～について述べよ」というものが多い。では，「論じる」と

か「述べる」というのは，どういうことなのだろうか。あまりにも

自明のような気がして，わかってしまったように感じるかもしれな

い。しかし生半可にわかったつもりになっているだけでは，物事は

うまく進まない。そんなときには，その言葉について，まず辞書で

引いてみるのがよい。
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